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実験データが豊富ではない長寿命核分裂生成物（LLFP）等の核分裂生成物収率（FPY）を正確に評価するこ

とは、原子炉における燃焼計算の高精度化や高速炉などによる LLFP 核変換を考えるうえで非常に重要であ

る。本発表では殻補正を基にした LLFP 核種の質量領域を含めた FPY を評価した結果と、その妥当性の検証

結果を発表する。 
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1. 緒言 

LLFP 等長半減期の放射性物質の処理問題を解決するべく、我々は高速炉での LLFP 核変換を提案してい

る[1]。この際、炉心で生成される LLFP をはじめとした核種の FPY は、その変換効率を評価する上で重要な

物理量である。これまでは実験値と各種モデルを用いた補完により FPY の評価がなされてきたが、実験デー

タが乏しい領域における FPY の精度は十分とは言えず、この領域を取り扱う上で原子核理論から導かれる知

見に基づくことは重要である。我々は、理論的に計算された殻補正∆𝐸shellや、それから導き出される重率を基

に FPY に対する評価を行った。 

2. 手法 

今回、断裂点モデル[2]に基づき、液滴ポテンシャルが同重体内の Z 分布における大局的な構造を与え、殻

補正エネルギーが微細構造を与えるとして独立収率を計算した。この時、独立収率は以下のような評価式で

表される。 

 

ここで𝑍, 𝐴は核分裂生成物の原子番号、質量数を表し、𝑉(𝑍, 𝐴)は断裂点における分裂片のポテンシャルであ

る。𝑌(𝐴))は独立収率の質量数分布であり、England-Rider の評価値が利用できる場合はそれを用いた。最後の

因子は殻及び対相関エネルギーによる正規分布からの乖離を表す因子で、∆𝐸shとして KTUY 質量公式[3]の殻

補正エネルギー±12/𝐴1 2⁄ を用いた。𝐸𝑑(𝐴)、∆𝑍p(𝐴) = 𝑍p(𝐴) − 𝑍P,UCD(𝐴)、σ(𝐴)をパラメータとして、EXFOR

より抽出した実験値を再現するように決定した。Hauser-Feshbach 理論により、核種毎にアイソマー状態に分

かれる割合を見積もった。 

以上により得られた独立収率について、累積収率、遅発中性子収率、崩壊熱、及び燃焼計算により PIE から

得られた取り出し後の燃料棒における組成データといった実験値との比較により、その妥当性を検証した。 

3. 結論 

実験データの豊富な 235U、239Pu に加えて、幅広い核分裂性核種に対して本評価式を適用し、評価に使用し

た独立収率以外のデータ、つまり累積収率、遅発中性子収率、崩壊熱や燃料棒の組成データとの整合性を通

じて得られた独立収率の妥当性や、求めたパラメータの系統性について詳細を当日に述べる。 
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